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副委員長
竹元 完奈
副委員長
竹元 完奈松井 節夫松井 節夫青木 利子青木 利子

委員長
花岡 進
委員長
花岡 進 大橋 和子大橋 和子 林 元夫林 元夫

　議会だよりの編集・発行及びその他議会広報
に関する事項についての調査・研究をします。 議

会
新
体
制

　総務、企画、財政、防災、防犯、税務、会計、移住定住、農林業、 商工業振興、
観光振興、建設、都市計画、 水道、下水道、消防等に関する事務事業関係議案
等の審査をします。

　議会議長就任にあたり、ご挨拶申し上
げます。
　議員は町民の皆様から負託を得た代表
として常に町民の側に立ち、町民生活の
向上のために使命を果たさなければなり
ません。また、下諏訪町議会を開かれた
議会とし、町民から信頼していただくた
めに、皆様の声をよく聞き意見を真摯に
受け止め町政に反映させてまいります。
　町議会と町長との関係については、議
会及び議員は二元代表制に係る町長その
他の執行機関との立場の違い及び権能の
違いを踏まえ、緊張関係を保持し、事務
執行の監視及び評価に努めます。一定の
緊張感を持ち、是々非々の立場で町民の
負託に応え、よりよい町政を実現してま
いります。

副委員長
樽川信仁
副委員長
樽川信仁野沢 弘子野沢 弘子金井 敬子金井 敬子

委員長
林 吉広
委員長
林 吉広 豐島 健之豐島 健之 髙橋 幸二髙橋 幸二

～議長あいさつ～

　私
た
ち
議
員
の
任
期
は
4
年
間
で
す
。
今
年
は
任
期
折
り
返
し
の

年
で
、
議
会
構
成
の
改
選
時
期
に
あ
た
り
ま
す
。
5
月
臨
時
会
で
、

議
長
・
副
議
長
や
各
委
員
会
メ
ン
バ
ー
が
決
ま
り
、
新
体
制
で
後
半

の
2
年
間
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

総務経済常任委員会総務経済常任委員会
　戸籍、年金、国民健康保険、環境衛生、福祉、健康増進、保健予防、子育て支援、
学校教育、生涯学習等に関する事務事業関係議案等の審査をします。

生活文教常任委員会生活文教常任委員会

広報特別委員会広報特別委員会

【構成】委員数　6人
委員長 松井 節夫 /副委員長 金井 敬子
林 吉広 /竹元 完奈
髙橋 幸二 /花岡 進

　多数の議員で構成される議会を円滑に効率的
に運営するため、常任委員会とは別に設置され
る委員会です。

【構成】委員数　5 人
委員長 林 元夫
副委員長 竹元 完奈
林 吉広 /髙橋 幸二 /花岡 進

　下諏訪・岡谷バイパス、諏訪バイパス、バイ
パスのアクセス道路などに関する調査及び研
究、関係議案等の審査をします。

【構成】委員数　7人
委員長 青木 利子 /副委員長 竹元 完奈
中山 透 / 林 吉広 /金井 敬子
豐島 健之 /松井 節夫

　一般会計当初予算、補正予算及び決算の円滑
な審査をします。

【構成】委員数　12人
委員長 松井 節夫
副委員長 金井 敬子
議長を除く全議員が所属

議会運営委員会議会運営委員会

バイパス対策特別委員会バイパス対策特別委員会一般会計予算決算審査特別委員会一般会計予算決算審査特別委員会

　
　
　 松
井 

節
夫

　
　
　 松
井 

節
夫

副
議
長

副
議
長

　
　
　 中
山 

　透

　
　
　 中
山 

　透

議
　長

議
　長
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詳しくは議会 HP へ

議
員
が

注
目
の

議
案
！

下
諏
訪
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
及
び
も
み
の
木
モ
ー
ル

改
修
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結

Ｒ
7
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

交
差
点
拡
幅
事
業
及
び
広
場
整
備
事
業

17
議
案
を
審
議

全
議
案
を
全
会
一
致
で
可
決

　

令
和
6
年
度
は
大
ホ
ー
ル
の
天
井
耐

震
化
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
が
、
令
和
7

年
度
は
小
ホ
ー
ル
及
び
も
み
の
木
モ
ー

ル
等
の
改
修
工
事
が
行
わ
れ
る
た
め
、
建

築
主
体
工
事
約
4
億
１
７
０
０
万
円
、
機

械
設
備
工
事
約
６
０
０
０
万
円
、
電
気
設

備
工
事
約
3
億
５
５
０
０
万
円
の
請
負

契
約
を
締
結
し
ま
す
。

　
小
ホ
ー
ル
天
井
の
耐
震
化
、
座
席
の
長

寿
命
化
（
更
新
は
し
な
い
）、
ト
イ
レ
の

洋
式
化
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
事
務
室
等
の
冷
暖

房
設
備
の
更
新
、
小
ホ
ー
ル
の
照
明
や
音

響
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
外
壁
や
屋
根
の
補
修

等
を
行
い
ま
す
。
2
階
の
各
部
屋
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
工
事
は
そ
れ
ぞ
れ
数
日
間
、
順
次
行

い
ま
す
。

　
下
諏
訪
中
学
校
上
の
町
道
宮
街

道
線
の
交
差
点
に
お
い
て
、
隣
接

す
る
個
人
所
有
の
用
地
を
取
得

し
、
交
差
点
の
拡
幅
と
広
場
整
備

を
一
体
的
に
進
め
る
事
業
に
係
る

経
費
に
つ
い
て
、
補
正
予
算
が
計

上
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
都
市
構
造
再
編

集
中
支
援
事
業
補
助
金
を
活
用
で

き
る
補
助
事
業
と
し
て
計
画
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　
国
庫
補
助
金
の
内
示
を
受
け
た

こ
と
か
ら
、
交
差
点
拡
幅
工
事
と

広
場
整
備
の
測
量
・
設
計
お
よ
び

用
地
購
入
を
行
い
ま
す
。

小
中
学
校
の
一
人
一
台
端
末
の
更
新

　

令
和
2
年
度
に
購
入
し
た
一
人
1
台

端
末
が
5
年
を
経
過
し
、
今
後
、
動
作
等

に
不
具
合
が
生
じ
た
り
使
用
頻
度
が
上

が
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
端
末
の
更
新
を

行
い
ま
す
。

　
小
中
学
校
合
計
で
１
１
８
３
台
、
総
額

は
約
６
４
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。
令
和

2
年
度
は
単
独
入
札
で
し
た
が
、
今
回
は

長
野
県
に
よ
る
共
同
調
達
に
よ
り
前
回

よ
り
安
価
で
購
入
で
き
ま
す
。
ド
リ
ル
等

は
今
後
も
Ａ
Ｉ
と
紙
を
併
用
し
て
い
き

ま
す
。

小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
及
び

小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
購
入
契
約

　
今
回
の
契
約
は
、
5
社
に
よ
る
指
名
競

争
入
札
の
結
果
、
株
式
会
社
チ
ヨ
ダ
と
結

ぶ
も
の
。
契
約
金
額
は
２
１
０
１
万
円
、

納
期
は
令
和
8
年
3
月
31
日
ま
で
の
予

定
で
す
。

　

昨
年
の
第
6
分
団
へ
の
配
備
よ
り
金

額
が
上
が
っ
た
主
な
理
由
は
、
物
価
高
に

よ
る
シ
ャ
ー
シ
の
値
上
が
り
に
加
え
、
新

た
な
装
備
を
載
せ
る
た
め
で
す
。

自
動
ラ
ッ
プ
式
簡
易
ト
イ
レ

4
セ
ッ
ト
を
購
入

　
防
災
諸
費
の
防
災
用
備
品
購
入

で
は
、
衛
生
面
を
考
慮
し
て
自
動

ラ
ッ
プ
式
簡
易
ト
イ
レ
・
補
助
手

す
り
・
間
仕
切
り
テ
ン
ト
を
4

セ
ッ
ト
購
入
し
ま
す
。

　
町
の
防
災
倉
庫
で
保
管
し
ま
す

が
、
国
庫
補
助
を
受
け
て
の
購
入

の
為
、
使
用
頻
度
の
報
告
等
が
必

要
に
な
る
の
で
、
町
民
へ
の
Ｐ
Ｒ

を
行
い
な
が
ら
、
各
地
区
の
訓
練

や
、
町
主
催
の
訓
練
で
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

　

工
事
は
安
全
管
理
に
十
分
配
慮
し
て

行
わ
れ
、
工
期
は
7
月
1
日
か
ら
令
和
8

年
3
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

Ｖ
Ｃ
長
野
ト
ラ
イ
デ
ン
ツ
に

広
告
宣
伝
活
動
を
委
託

　
今
年
の
4
月
か
ら
ふ
る
さ
と
納

税
の
活
用
希
望
項
目
に
Ｖ
Ｃ
長
野

ト
ラ
イ
デ
ン
ツ
支
援
の
項
目
が
設

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
呼
応
し
て
賜
っ
た
2
千

万
円
を
活
用
し
て
、
Ｖ
Ｃ
長
野
ト

ラ
イ
デ
ン
ツ
に
広
告
宣
伝
活
動
の

委
託
を
し
ま
す
。

　
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
下
諏
訪
町

の
掲
載
や
、
イ
ベ
ン
ト
時
に
選
手

と
触
れ
合
う
こ
と
で
フ
ァ
ン
を
増

や
す
こ
と
や
、
町
内
外
か
ら
の
来

町
者
の
増
を
期
待
。
観
光
振
興
と

共
に
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
も
役
立

て
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

火
災
だ
け
で
な
く
各
種
災
害
の
夜
間

活
動
も
見
据
え
て
、
従
来
の
投
光
器
よ
り

明
る
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
「
ナ
イ
ト
ス
キ
ャ
ン

チ
ー
フ
」を
町
で
は
初
め
て
搭
載
し
ま
す
。

　
ま
た
、
持
た
ず
に
使
え
る
無
反
動
ノ
ズ

ル
も
装
備
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
少

人
数
で
も
効
率
よ
く
安
全
に
放
水
活
動

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
新
し
い
車
両
は
第
7
分
団
だ
け

で
な
く
、
町
内
全
体
の
災
害
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
運
用
ル
ー
ル
の
整
備
が
進
め
ら

れ
る
予
定
で
す
。

　
町
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
地

域
に
根
ざ
し
た
消
防
力
の
充
実
と
強
化

が
今
後
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※議案等について、賛成、反対の双方があった場合のみ表示しています。

賛成者は「○」、反対者は「×」とします。議長は採決に加わらないため、「斜線」としています。

議決等結果
中
山　

透

林　

吉
広

野
沢
弘
子

竹
元
完
奈

髙
橋
幸
二

林　

元
夫

樽
川
信
仁

大
橋
和
子

花
岡　

進

金
井
敬
子

青
木
利
子

豐
島
健
之

松
井
節
夫

義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める陳情、
意見書

陳情：採択
意見書：可決 × × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × ○

さらなる少人数学級推進と教員増のための教育予算確
保を求める陳情、意見書

陳情：採択
意見書：可決 × × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × ○

「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める陳情、
意見書

陳情：不採択
意見書：否決 × × ○ × × × × ○ ○ ○ × ○

地域医療を守る医療機関の事業と経営維持のため、診
療報酬の期中改定を求める陳情、意見書

陳情：採択
意見書：可決 × × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × ○

ＯＴＣ類似薬の保険適用除外の議論を慎重に進めるこ
とを求める意見書 可　決 × × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × ○

米価の抑制及び米の安定供給を求める意見書 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
日本学術会議を法人化する法律の撤回を求める意見書 否　決 × × ○ × × × × ○ ○ ○ × ○

議員名（議席順）

議案名等

6 月定例会 議案等賛否一覧 陳情、意見書の審査内容は
次ページで紹介しています

拡幅される交差点

自動ラップ式簡易トイレ

現在配備中の第 7 分団ポンプ車

座
席
は
部
品
交
換
等
で
長
寿
命
化

選手との交流も
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＜義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める陳情、意見書＞
　長野県教職員組合諏訪支部から提出された陳情は、
義務教育費国庫負担を維持するとともに、H18 年度
に 1/2 から 1/3 に引き下げられた国負担の割合を元
に戻すことを求める内容です。自治体間の差をなくし、
子どもたちが、全国のどこに住んでいても、同じ水準
の教育を受けられることを要望する内容です。
　陳情採択を受けた意見書案が、生活文教常任委員会
から提案されました。

　国や地方公共団体などの公共機
関に対して、その実情を訴え、一
定の措置を行うよう、または行わ
ないよう要望する行為のことです。

賛成多数で可決賛成多数で可決

　議会がその意思を意見としてまとめ、
国会や関係機関に提出するものです。
　請願や陳情の願意に沿ったものや、
議員発案で提案されるものがあります。

陳情・意見書案の審査結果陳情・意見書案の審査結果

意見書ってなに？意見書ってなに？陳情ってなに？陳情ってなに？

＜米価の抑制及び米の安定供給を求める意見書＞
　米の価格が上昇し、家計を圧迫しています。政府に対し、生産者、消費者双方にとって
納得のできる米の価格の抑制に努めるとともに、今後の米の生産・販売の推進に向けて、
各産地が全国の需要に応じた生産量を確保できるように、密な意見交換やきめ細やかな情
報提供を行うことを求める内容です。野沢弘子議員から提案されました。

賛成多数で可決賛成多数で可決

反対　「学習指導要領」で教育の一定水準は確
保しており、自治体格差はあって当然。

賛成　全国どこに住んでいても同じ水準の教
育が提供される教
育環境作りのため
の制度維持は必要
不可欠。

＜日本学術会議を法人化する法律の撤回を求める意見書＞
　日本学術会議を特殊法人化する法律が国会
で可決、成立しました。しかし、「特殊法人化」
による新組織は首相の監督の下に置かれ、独
立性が損なわれ、政府の意向に沿って活動す
る組織になりかねず、これまでの「科学者の
代表機関」の役割は失われてしまいます。
　政府に対し、この法律の撤回を求める内容
で、竹元完奈議員から提案されました。

賛成少数で否決賛成少数で否決

反対　既に成立した法案の撤回を求めることができる
のか。意見書の内容は既に国会審議前に提出さ
れており説得力が無い。下諏訪町議会が意見書
を出す意義を感じない。

賛成　日本学術会議は、かつての戦争の反省から「平
和のために科学を生かす」として設立されたの
に、「平和」の文字は消されてしまった。科学者
に戦争への協力を強いるものだ。

＜さらなる少人数学級推進と教員増のための教育予算確保を求める陳情、意見書＞

　長野県教職員組合諏訪支部から提出された陳情
は、どの子にも行き届いた教育をするため、国の責
任で①さらなる少人数学級の推進②複式学級の学級
定員の引き下げ③教員基礎定数算出に用いる「係数」
の改善の 3点を検討し、必要な予算確保を求める内
容です。
　陳情採択を受けた意見書案が、生活文教常任委員
会から提案されました。

賛成多数で可決賛成多数で可決

反対　少人数学級が教育の質や学力向上につな
がるとは、一概には言えない。今の制度
の中で教育の質を高めることが必要。

賛成　少人数学級の効果は全国に先駆けて実施
した長野県において実証済み。児
童・生徒に十分に目の行き届く環
境整備が必要。

＜地域医療を守る医療機関の事業と経営維持のため、
　　　　　　　　診療報酬の期中改定を求める陳情、意見書＞
　社会医療法人　南信勤労者医療協会から提出され
た陳情は、昨年度の診療報酬改定が実質マイナス
だったことから、全国で医療機関の経営困難な状況
が深刻化している実情を訴えるものです。このまま
では地域医療の存続が危ぶまれ、その解決のために、
国に対し診療報酬の期中改定を求める内容です。
　陳情採択を受けた意見書案が、生活文教常任委員
会から提案されました。

賛成多数で可決賛成多数で可決

反対　期中改定は国の財政や保健医療制度の安
定性を損なう。各種保険者の財政状況も
含め、総合的に判断すべきもの。

賛成　「このままではある日突然、病
院がなくなる」という言葉に象
徴されるような医療現場からの
声を深刻に受け止めるべき。

＜OTC類似薬の保険適用除外の議論を慎重に進めることを求める意見書＞
　国において、医療費削減に向け、風邪薬や胃
腸薬、湿布薬など市販薬と効能の似たＯＴＣ類
似薬の保険適用除外が議論されています。
　しかし、自己判断で市販薬を使用することに
よる危険の大きさや、処方薬より高い市販薬の
購入のための負担増などに対して、不安や疑問
の声があがっています。
　慎重な議論を求める意見書案が、生活文教常
任委員会から提案されました。

賛成多数で可決賛成多数で可決

反対　すべてのＯＴＣ類似薬を保険から外そうとは
していない。軽度な身体の異常時に、身近で
便利な安全性が確認された市販薬を購入し、
セルフメディケーションを進めるもの。

賛成　アレルギー性鼻炎や皮膚炎、喘息などを持つ
患者さんから、負担増への心配の声があがっ
ている。命と健康に多大な影響を及ぼすこと
から除外はすべきでない。

＜「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める陳情、意見書＞
　長野県教職員組合諏訪支部から提出された陳情
です。「カリキュラム・オーバーロード」とは、
国の教育課程基準にもとづき、学校が定めた教育
課程の時数と内容が過多になり、子どもや教職員
の負担になっている状態を指します。子どもたち
の豊かな学びを保障するため、この状態の早期改
善および学習指導要領の内容の精選等を国に求め
る内容です。
　委員会での陳情採択を受けた意見書案が、竹元
完奈議員から提案されました。

賛成少数で否決賛成少数で否決

反対　教員の多忙は授業時数によるものではなく、
周辺業務によるもの。授業時数を減らすこ
とで家庭の教育資源に乏しい子どもにとっ
ての学びの場を削ることになってしまう。

賛成　「カリキュラム・オーバーロード」の状態は、
正常な発達に影響し、考える力が身に
つかないなどの弊害がある。
教員にとってはオーバーワー
クとなる。改善を図るべき。
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一
般
質
問

12の視点一般質問12の視点一般質問
「歩いて・見て・聴いた」こと「議員自身の提言」も交えて、町に考えを質す！

６月定例会でも、あらゆる町の課題に、議員一人一人の目線で、執行部と

真剣な議論を展開。今後の町の動向にも注目！

皆さんは
どのテーマに
関心が

ありますか？

P14 P14 P13 P13 P12 P12 P11 P11 P10 P10 P9 P9

観
光
客
誘
致

洋
式
ト
イ
レ

観
光
振
興

戦
後
80
年

災
害
対
策

ジ
ェ
ン
ダ
ー

経
済
的
支
援

公
共
施
設

S
R
H
R

若
者
支
援

災
害
ト
イ
レ

商
店
増
対
策

下諏訪町議会
議会中継
チャンネル

各議員のQRコードから一般質問の録画映像を見ることができます。
スマートフォン等からアクセスして、ぜひご覧ください。
全質問項目は、下諏訪町ホームページから見ることができます。

６
月
10
日

６
月
11
日

質問順

金 井  敬 子
町独自の物価高騰対策を

林　   元 夫
老朽化する公共施設整備は

竹 元  完 奈
SRHRの啓発は

林　   吉 広
若者への結婚支援の方針は

野 沢  弘 子
避難所トイレの受入前準備

樽 川  信 仁
商店を増やすための施策は

1 大 橋  和 子
心に訴える観光

松 井  節 夫
中山道沿線にトイレ設置を

髙 橋  幸 二
サイクルツーリズム促進は

花 岡　   進
核兵器禁止条約への見解は

豐 島  健 之
町北部の治山と河川管理は

青 木  利 子
男女共同参画社会の実現

4

2 5

3 6

7

8

9

10

11

12

問　
鉄
腕
ア
ト
ム
や
万
治
く
ん
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
活
用
に
よ
る
観
光
客
誘
致
の

考
え
は
。

産
業
振
興
課
長　

グ
ッ
ズ
や
土
産
物
品

の
販
売
は
地
域
経
済
に
貢
献
で
き
る
。

御
柱
祭
を
控
え
、活
用
を
研
究
し
た
い
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切
に

問　
プ
ラ
資
源
分
別
収
集
の
状
況
は
。

住
民
環
境
課
長　

4
月
に
9
ト
ン
、
5

月
に
8
ト
ン
を
回
収
。
1
か
月
の
推
計

量
13
〜
14
ト
ン
よ
り
少
な
い
。

問　
分
別
収
集
の
課
題
、方
法
の
改
善
。

住
民
環
境
課
長　

当
初
は
対
象
外
の
物

が
入
っ
て
い
た
が
、
減
少
傾
向
。
燃
や

す
ご
み
減
量
の
実
感
、
収
集
日
の
増
加

を
希
望
す
る
声
が
あ
る
の
で
、
適
切
な

時
期
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
。

問　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
計
画
達
成
状
況

と
課
題
は
。

住
民
環
境
課
長　

２
０
３
０
年
度
ま
で

に
住
宅
太
陽
光
発
電
設
備
、
蓄
電
池
設

備
導
入
を
４
０
０
件
補
助
す
る
目
標

が
、
昨
年
度
末
で
３
６
９
件
。
二
酸
化

炭
素
排
出
量
60
％
削
減
の
目
標
に
対

し
、
現
在
は
25
％
程
度
。

問　
諏
訪
市
や
岡
谷
市
に
並
び
、
給
水

ス
タ
ン
ド
を
設
置
す
る
考
え
は
。

住
民
環
境
課
長　

実
証
実
験
的
に
設
置

す
る
方
向
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問　
避
難
所
の
ト
イ
レ
を
洋
式
に
。

総
務
課
長　

公
共
施
設
は
洋
式
化
、
一

部
和
式
も
残
し
て
い
る
。

建
設
水
道
課
長　

18
箇
所
の
公
園
に
あ

る
ト
イ
レ
22
基
を
洋
式
化
済
み
。

問　
女
子
ト
イ
レ
を
増
や
せ
な
い
か
。

総
務
課
長　

ト
イ
レ
面
積
は
課
題
。
施

設
改
修
時
に
検
討
す
る
。

問　
災
害
時
に
備
え
て
簡
易
ト
イ
レ
の

斡
旋
を
し
て
欲
し
い
が
。

総
務
課
長　

防
災
訓
練
に
簡
易
ト
イ
レ

の
使
い
方
も
実
施
し
て
い
る
。
斡
旋
を

検
討
す
る
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

問　
増
加
す
る
遊
休
農
地
の
活
用
策
は
。

産
業
振
興
課
長　

窓
口
相
談
や
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
で
、
遊
休
農
地
の
把
握
に
努

め
て
い
る
。
土
地
所
有
者
の
4
分
の
1

が
貸
与
を
希
望
し
て
い
る
。
情
報
発
信

し
て
い
く
。

問　
米
づ
く
り
の
奨
励
策
は
。

産
業
振
興
課
長　

米
農
家
は
少
な
い
が
、

用
水
路
の
確
保
等
支
援
し
て
い
る
。

イ
タ
リ
ア
訪
問
に
つ
い
て

問　
町
長
の
イ
タ
リ
ア
訪
問
の
準
備
状

況
と
、
住
民
説
明
は
。

町
長　

9
月
か
ら
10
月
予
定
で
調
整
。

経
費
削
減
に
努
め
、
報
告
会
を
予
定
。

大
おお

橋
はし

 和
かず

子
こ

松
まつ

井
い

 節
せつ

夫
お

観
光
客
誘
致

観
光
客
誘
致

洋
式
ト
イ
レ

洋
式
ト
イ
レ

心
に
訴
え
る

観
光

中
山
道
沿
線
に

ト
イ
レ
設
置
を

御
柱
祭
を
控
え
、

活
用
を
研
究
し
た
い

木
落
し
坂
の
下
、

星
ヶ
塔
付
近
に
検
討

答弁

答弁

鉄腕アトムや御柱祭マンホールの蓋
©Tezuka productions

災害用簡易トイレ　庁舎 2 階に展示
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一
般
質
問

一
般
質
問

問　
観
光
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
具
体

的
な
事
業
は
。

産
業
振
興
課
長　

住
民
・
事
業
者
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
地
域
づ
く
り
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
。
小
学
生
向
け
の
「
下
諏

訪
新
発
見
の
旅
」
も
行
っ
た
。

問　
定
量
的
な
デ
ー
タ
を
含
め
た
観
光

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
必
要
。
ど
の
よ
う

に
評
価
す
る
か
。

産
業
振
興
課
長　

Ｒ
6
か
ら
リ
ク

ル
ー
ト
と
連
携
。「
お
で
か
け
ウ
ォ
ッ

チ
ャ
ー
」「
オ
ン
ラ
イ
ン
ア
ン
ケ
ー
ト
」

に
よ
る
、デ
ー
タ
収
集
を
行
っ
て
い
る
。

問　
下
諏
訪
の
魅
力
を
活
か
し
た
稼
ぐ

観
光
の
実
践
は
。

町
長　

下
諏
訪
な
ら
で
は
の
、
満
足
す

る
旅
の
提
案
を
し
て
い
く
。

町
政
課
題
研
究
会
と
は

問　

事
業
立
ち
上
げ
の
経
緯
、
メ
ン

バ
ー
構
成
、
地
元
の
重
鎮
の
参
加
は
。

町
長　

専
門
家
や
外
部
講
師
を
入
れ
て

人
材
育
成
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
発
掘
を
実

践
。
メ
ン
バ
ー
は
、
役
場
職
員
・
若
手

起
業
家
・
移
住
者
・
商
工
会
議
所
な
ど
。

重
鎮
の
知
見
は
大
切
だ
が
、
若
手
の
人

材
育
成
・
発
掘
が
メ
イ
ン
。

問　
事
業
の
目
指
す
「
ゴ
ー
ル
」
は
。

町
長　

行
政
と
住
民
が
協
力
し
あ
っ
て

ま
ち
づ
く
り
が
進
む
こ
と
が
理
想
。

問　
町
内
北
部
山
中
に
散
見
す
る
斜
面

崩
壊
の
実
相
を
ど
う
判
断
す
る
か
。

総
務
課
長　

七
区
山
地
福
沢
川
流
域
は
、

地
形
的
に
も
急
峻
か
つ
沢
が
多
く
、
土

壌
の
含
水
率
が
高
い
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
深
層
崩
壊
の
危
険
性
が
相
対
的
に

高
い
こ
と
や
複
数
の
活
断
層
が
存
在
す

る
可
能
性
が
あ
る
等
、
地
質
的
要
因
が

重
な
っ
て
い
る
点
に
も
注
目
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
断
層
活
動
に
よ
る

地
盤
変
動
の
他
、
気
象
変
動
に
よ
る
土

砂
災
害
の
危
険
性
等
に
つ
い
て
も
広
報

活
動
や
防
災
啓
発
を
継
続
し
て
い
く
。

問　
福
沢
川
の
流
れ
を
阻
害
し
て
い
る

崩
落
斜
面
の
現
状
分
析
と
対
策
は
。

建
設
水
道
課
長　

福
沢
川
沿
い
の
法
面

崩
壊
に
つ
い
て
は
、
河
川
に
よ
る
浸
食

と
考
え
ら
れ
る
。
現
場
は
県
管
理
の
河

川
と
な
る
の
で
、
県
管
轄
課
と
現
地
確

認
を
行
う
等
連
携
を
図
り
な
が
ら
継
続

的
に
対
策
の
要
望
を
上
げ
て
い
く
。

市
街
地
に
も
潜
む
危
険
性

問　
町
総
合
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
液
状

化
マ
ッ
プ
が
目
立
た
な
い
が
。

総
務
課
長　

町
民
が
液
状
化
の
状
況
を

自
分
事
と
意
識
す
る
こ
と
は
重
要
。
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
改
訂
時
に
は
町
民
が
具

体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
て
る
よ
う
工
夫

改
善
が
図
れ
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

問　
戦
後
80
年
に
あ
た
っ
て
の
町
の
取

り
組
み
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長　

広
島
平
和
教
育
体

験
研
修
で
平
和
記
念
資
料
館
を
訪
問
。

平
和
・
戦
争
展
は
平
和
の
絵
本
セ
ッ
ト

な
ど
多
彩
な
企
画
を
予
定
。

問　

被
爆
ア
オ
ギ
リ
二
世
の
広
報
や
、

平
和
の
灯
の
分
火
は
。

町
長　

立
札
を
見
や
す
く
す
る
。
分
火

は
場
所
の
確
保
や
管
理
上
困
難
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
へ
の
対
応
は

問　
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
で
町
独

自
施
策
の
後
退
や
窓
口
対
応
の
職
員
が

減
ら
さ
れ
な
い
か
。

総
務
課
長　

町
独
自
サ
ー
ビ
ス
は
後
退

さ
せ
ず
、職
員
減
は
想
定
し
て
い
な
い
。

問　
日
本
ナ
レ
ッ
ジ
と
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関

わ
る
包
括
連
携
協
定
の
内
容
は
。

町
長　

中
学
校
の
部
活
動
地
域
移
行
に

合
わ
せ
Ｉ
Ｔ
関
連
の
部
活
創
設
を
計
画
。

医
療
・
介
護
の
改
善
は

問　
診
療
報
酬
、
介
護
報
酬
の
引
き
上

げ
を
国
に
求
め
る
考
え
は
。

町
長　

町
村
会
を
通
じ
て
国
に
要
望
し

て
い
く
。

問　
医
療
費
負
担
増
へ
町
独
自
支
援
は
。

町
長　

国
民
全
体
で
負
担
。
町
独
自
の

支
援
は
法
的
に
認
め
ら
れ
な
い
。

問　
Ｒ
7
年
度
の
男
女
共
同
参
画
週
間

の
町
が
予
定
す
る
取
り
組
み
は
。

総
務
課
長　

町
図
書
館
で
6
月
17
日
か

ら
29
日
ま
で
啓
発
パ
ネ
ル
展
を
行
い
関

連
図
書
の
紹
介
も
す
る
。

問　
し
も
す
わ
男
女
共
同
参
画
推
進
委

員
会
の
活
動
と
課
題
は
。

総
務
課
長　

各
区
男
女
1
名
ず
つ
の
任

命
と
関
係
団
体
の
代
表
者
か
ら
な
る
。

「
第
7
次
下
諏
訪
町
男
女
共
同
参
画
計

画
」
素
案
へ
の
意
見
聴
取
を
予
定
。
今

は
委
員
か
ら
の
課
題
は
出
て
い
な
い
。

問　
災
害
時
の
男
女
の
違
い
に
よ
っ
て

生
じ
る
課
題
は
。

総
務
課
長　

過
去
の
災
害
時
に
は
避
難

所
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
Ｄ
Ｖ
の
問
題
を

は
じ
め
特
に
女
性
が
困
難
に
直
面
す
る

事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
平
時
か
ら

女
性
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
備
え
や
避

難
所
の
運
営
ル
ー
ル
作
り
が
大
切
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収
は

問　
多
様
な
世
代
に
対
応
す
る
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
資
源
物
収
集
日
の
周
知
は
。

住
民
環
境
課
長　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作

成
し
、
カ
レ
ン
ダ
ー
と
共
に
全
戸
配
布

し
た
。
地
区
の
収
集
日
が
わ
か
る
よ
う

に
表
紙
に
記
入
欄
も
設
け
た
。
ご
み
分

別
ア
プ
リ
は
一
度
登
録
す
れ
ば
非
常
に

便
利
な
の
で
利
用
し
て
欲
し
い
。

髙
たか

橋
はし

 幸
こう

二
じ

豐
とよ

島
しま

 健
たけ

之
ゆき

花
はな

岡
おか

　進
すすむ

青
あお

木
き

 利
とし

子
こ

観
光
振
興

観
光
振
興

災
害
対
策

災
害
対
策

戦
後
戦
後
8080
年年

ジ
ェ
ン
ダ
ー

ジ
ェ
ン
ダ
ー

サ
イ
ク
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
促
進
は

町
北
部
の
治
山

と
河
川
管
理
は

核
兵
器
禁
止
条

約
へ
の
見
解
は

男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現

諏
訪
ラ
イ
ド
パ
ス
事
業

に
町
も
協
力

県
管
轄
課
と
連
携
し
て

対
応
す
る

国
に
意
見
を
述
べ
る

立
場
に
な
い

女
性
の
視
点
を

取
り
入
れ
た
ル
ー
ル
を

答弁答弁

答弁答弁

サステナブルな旅アワード大賞！
斜面崩落による福沢川の惨状

下諏訪中学校の被爆アオギリ二世

図書館での啓発パネル展示
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一
般
質
問

一
般
質
問

問　

小
中
学
校
保
護
者
の
皆
さ
ん
か

ら
、「
個
人
購
入
が
必
要
な
の
か
疑
問

を
感
じ
る
」
も
の
に
、
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ

カ
・
彫
刻
刀
・
リ
コ
ー
ダ
ー
・
理
科
の

実
験
セ
ッ
ト
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
使
用
期
間
の
短
い
も
の
は
、
学
校

備
品
に
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

衛
生
面
や
卒
業
後
の
使
用
も

鑑
み
、
個
人
所
有
と
判
断
し
て
い
る
。

問　
「
こ
う
い
う
品
が
必
要
で
は
」
も

含
め
、
保
護
者
の
意
見
を
把
握
し
、
集

団
的
な
検
討
を
進
め
て
ほ
し
い
が
。

教
育
長　

そ
れ
ぞ
れ
考
え
方
が
あ
る
と

思
う
が
、
保
護
者
の
意
向
に
沿
う
こ
と

は
大
事
な
視
点
。
考
え
た
い
。

問　

給
付
型
奨
学
金
の
支
給
月
額
の
、

物
価
上
昇
に
合
わ
せ
た
増
額
を
。

教
育
こ
ど
も
課
長　

国
の
高
校
無
償
化

な
ど
の
動
向
も
あ
る
の
で
、
支
給
額
が

同
額
の
貸
与
型
奨
学
金
も
含
め
総
合
的

な
検
討
が
必
要
。

町
で
も
「
誰
で
も
通
園
」

問　
課
題
の
多
い
「
こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
」。
国
の
方
針
に
沿
っ
て
、
来

年
度
か
ら
開
始
す
る
の
か
。

教
育
こ
ど
も
課
長　

保
育
士
確
保
と
、

場
所
の
調
整
が
一
番
の
課
題
だ
が
、
総

合
的
に
解
決
し
な
が
ら
万
全
な
準
備
を

し
て
い
く
。

問　
諏
訪
湖
博
物
館
の
改
修
は
ど
の
よ

う
に
進
め
る
か
。

町
長　

開
館
か
ら
33
年
が
経
過
し
て
お

り
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
大

規
模
改
修
を
計
画
す
る
。

問　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
ハ
イ
ム
天

白
や
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
屋

根
・
外
壁
な
ど
の
改
修
が
必
要
。
3
施

設
と
も
将
来
的
な
展
望
を
も
っ
て
考
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
。

町
長　

必
要
性
が
高
い
施
設
で
、
在
り

方
も
検
討
す
る
中
で
、
計
画
的
に
。

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
を

問　
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
移
は
。

総
務
課
長　

昨
年
度
は
、
2
千
万
円
を

超
え
る
寄
附
が
あ
り
、
新
た
に
導
入
し

た
現
地
決
済
型
ふ
る
さ
と
納
税
額
は
約

２
９
３
万
円
で
あ
っ
た
。

問　
「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」の
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
。
返
礼
品
に
つ
い
て
も

新
た
な
取
り
組
み
を
。

町
長　

町
・
企
業
に
と
っ
て
相
互
に
有

益
な
の
で
進
め
る
。
返
礼
品
は
、
町
独

自
の
も
の
を
企
業
と
共
に
開
発
。

問　
行
財
政
経
営
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る

過
程
で
の
留
意
点
は
。

町
長　

大
型
投
資
の
平
準
化
や
基
金
積

立
に
よ
る
財
源
確
保
。
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
損
な
わ
な
い
よ
う
留
意
。

金
かな

井
い

 敬
けい

子
こ

林
はやし

　元
もと

夫
お

経
済
的
支
援

経
済
的
支
援

公
共
施
設

公
共
施
設

町
独
自
の
物
価

高
騰
対
策
を

老
朽
化
す
る
公

共
施
設
整
備
は

財
政
面
で
慎
重
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い

あ
り
方
も
含
め
検
討
し

計
画
的
に

答弁

答弁

子育て環境整備に有効な実施を期待

ふるさと納税を報じる記事

※
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
と
は
…
性
と
生
殖
に
関
す

る
健
康
と
権
利
。

問　
「
第
6
次
男
女
共
同
参
画
計
画
」

の
中
に
も
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
の
知
識
浸
透
を
図

る
と
あ
る
が
、具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

町
長　

男
女
共
同
参
画
週
間
の
パ
ネ
ル

展
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や
避
難
所

運
営
を
テ
ー
マ
に
展
示
。
健
康
支
援
と

し
て
町
全
体
で
取
り
組
む
。

生
理
用
品
の
無
料
配
置

問　
学
校
で
の
生
理
用
品
の
無
償
提
供

の
現
状
は
。

教
育
長　

保
健
室
に
て
養
護
教
諭
か
ら

渡
し
て
無
償
提
供
し
て
い
る
。

問　
ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品
設
置
は
。

教
育
長　

児
童
生
徒
の
ニ
ー
ズ
や
保
護

者
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

問　
町
内
公
共
施
設
で
の
生
理
用
品
の

無
償
提
供
の
現
状
は
。

総
務
課
長　

Ｒ
3
年
度
か
ら
ご
寄
附
さ

れ
た
生
理
用
品
を
、
公
共
施
設
窓
口
で

意
思
表
示
カ
ー
ド
を
提
示
さ
れ
た
場
合

に
配
布
。計
16
箇
所
に
カ
ー
ド
を
設
置
。

問　
公
共
施
設
へ
の
生
理
用
品
の
設
置

や
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
提
供
方
法
を
検

討
い
た
だ
き
た
い
が
、町
長
の
考
え
は
。

町
長　

先
進
事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

公
共
施
設
に
お
け
る
生
理
用
品
の
設

置
、配
布
方
法
も
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　
出
生
数
・
婚
姻
数
の
激
減
に
歯
止

め
を
か
け
る
に
は
若
者
へ
の
「
結
婚
支

援
・
結
婚
応
援
」
対
策
が
必
須
と
考
え

る
が
町
の
考
え
は
。

町
長　

少
子
化
対
策
に
は
若
者
に
対
す

る
結
婚
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
十

分
に
理
解
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
も

町
が
行
っ
て
き
た
結
婚
支
援
策
を
今
後

も
可
能
な
限
り
継
続
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。
加
え
て
当
町
が
行
う

取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、
今
後
の
県
や

国
が
行
う
施
策
に
も
注
視
を
し
な
が
ら

町
の
支
援
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
。

問　
町
の
少
子
化
問
題
は
も
は
や
危
機

的
状
況
で
あ
る
。
結
婚
支
援
を
考
え
る

中
で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
十
分
に
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
も
っ
と
踏
み

込
ん
だ
結
婚
支
援
対
策
が
考
え
ら
れ
な

い
か
。

町
長　

若
者
の
結
婚
に
対
す
る
価
値
観

が
多
様
化
し
て
い
る
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

へ
の
配
慮
は
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
を
踏

ま
え
な
が
ら
町
と
し
て
は
継
続
性
を

も
っ
た
結
婚
支
援
策
を
講
じ
た
い
。
現

在
、
結
婚
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
結
婚
新

生
活
支
援
事
業
補
助
金
、
結
婚
新
生
活

支
援
住
宅
な
ど
を
提
供
し
、
結
婚
を
機

に
新
し
い
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
る
若

い
世
帯
へ
の
後
押
し
を
推
進
し
て
い
る
。

竹
たけ

元
もと

 完
かん

奈
な

林
はやし

　吉
よし

広
ひろ

Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ

Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ

若
者
支
援

若
者
支
援

Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
の

啓
発
は

若
者
へ
の
結
婚

支
援
の
方
針
は

健
康
支
援
と
し
て

町
全
体
で
取
り
組
む

婚
活
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
や
補
助
金
な
ど

答弁

答弁

SRHR（性と生殖に関する健康と権利）

安心して子どもが産める社会へ！！
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一
般
質
問

答弁

答弁

問　
大
災
害
時
の
ト
イ
レ
の
備
え
は
万

全
か
。
避
難
所
の
ト
イ
レ
環
境
は
。

町
長　

災
害
時
に
お
け
る
ト
イ
レ
の
衛

生
環
境
は
、
避
難
生
活
の
質
の
向
上
や

健
康
に
直
結
す
る
極
め
て
重
要
な
課
題

で
あ
る
。町
で
は
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
、

簡
易
ト
イ
レ
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
避
難
所
ト
イ
レ
の
衛
生
管
理
、
運

用
面
の
体
制
整
備
も
研
究
を
進
め
る
。

給
水
ス
タ
ン
ド
の
設
置
を

問　
Ｃ
Ｏ
2
削
減
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
削

減
に
、
給
水
ス
タ
ン
ド
の
設
置
を
。
猛

暑
に
よ
る
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
マ
イ

ボ
ト
ル
・
水
筒
に
水
道
管
直
結
の
水
や
、

冷
却
し
た
水
の
提
供
を
。

住
民
環
境
課
長　

当
町
で
は
諏
訪
市
と

岡
谷
市
の
取
り
組
み
を
参
考
に
、
現
在

給
水
ス
タ
ン
ド
の
設
置
場
所
を
選
定
し

て
お
り
、
決
定
次
第
ご
報
告
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

家
庭
用
温
泉
使
用
料
値
下
げ
を

問　

配
湯
事
業
の
加
入
者
減
少
対
策

に
、
毎
月
の
使
用
料
値
下
げ
は
。

建
設
水
道
課
長　

温
泉
施
設
の
維
持
管

理
に
必
要
な
費
用
や
、
老
朽
化
に
伴
う

設
備
の
更
新
費
用
な
ど
多
額
の
費
用
が

必
要
。
Ｒ
9
年
度
に
予
定
し
て
い
る
、

公
営
企
業
会
計
へ
の
移
行
後
に
、
検
討

し
た
い
。

避
難
所
ト
イ
レ

の
受
入
前
準
備

災
害
時
ト
イ
レ
は

極
め
て
重
要
な
課
題

野
の

沢
ざわ

 弘
ひろ

子
こ

災
害
ト
イ
レ

災
害
ト
イ
レ

39 年間使用している家庭用温泉タンク

問　
商
店
を
増
や
す
た
め
の
工
夫
と
施

策
は
。

産
業
振
興
課
長　

商
工
業
振
興
助
成
金

や
固
定
資
産
税
の
減
額
、
制
度
融
資
等

の
起
業
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

問　
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
対
す
る
支
援
は

で
き
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長　

商
工
会
議
所
は
多
角

的
な
支
援
を
し
て
い
る
。
椅
子
、
テ
ー

ブ
ル
は
相
談
で
対
応
し
て
い
る
。
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
か
ら
店
舗
展
開
に
つ
な
が
る

事
を
期
待
す
る
。

温
泉
施
設
の
利
用
促
進

問　
温
泉
施
設
の
利
用
状
況
は
。

建
設
水
道
課
長　

地
元
利
用
者
は
減
少

傾
向
、
観
光
客
は
増
加
傾
向
と
な
っ
て

い
る
が
、
全
体
で
は
減
少
し
て
い
る
。

利
用
者
に
は
気
持
ち
よ
く
利
用
し
て
も

ら
い
、
ま
た
来
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
浴
場
づ
く
り
に
心
が
け
る
。

問　
小
中
学
生
の
無
料
入
浴
券
の
利
用

状
況
は
。

建
設
水
道
課
長　

利
用
率
は
低
い
が
、

下
諏
訪
温
泉
の
良
さ
を
感
じ
て
欲
し
い
。

問　
大
浴
場
の
建
設
、誘
致
は
あ
る
か
。

町
長　

誘
致
の
働
き
掛
け
は
し
て
い

く
。
温
泉
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
規

模
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
に
愛
さ
れ
る

温
泉
を
守
り
活
用
を
根
付
か
せ
た
い
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
起
業

補
助
金
等
あ
り

商
店
を
増
や
す

た
め
の
施
策
は

商
店
増
対
策

商
店
増
対
策樽

たる

川
かわ

 信
のぶ

仁
ひと

　下諏訪北小学校 6 年生の児童 18 名が町議会 6 月定例会本会議の議案質疑を傍聴しました。6 年生の児童たち
は現在、総合的な学習の時間で町の課題を調べています。社会科の授業で地方議会について学んでおり、そこで
今回本会議の傍聴に来てくれました。
　児童たちは初めて入る議場に少し緊張した様子でしたが、議員の発言に真剣に耳を傾けながら熱心にメモを取
る姿も見られました。質疑では、児童たちも毎日学習に使用している「小中学校第 2 期一人一台タブレット購入」
についての質問もあり、身近な審議内容に町議会の雰囲気を体感してくれたようです。
　傍聴後の感想では、「町議会ではこんなふうに決められているんだ！」「質疑がひとつひとつとても早かった！」
など、まっすぐな思いが次々と寄せられました。
　議会進行を通じて、町政の役割や意思決定の流れを肌で感じ取ってくれたようでした。
　児童たちが町政にふれるこのような機会は、政治を身近に感じるきっかけになるだけでなく自分たちの暮らし
や地域への関心を深める第一歩となります。町の未来を担う若い世代のまなざしに、議会としても大きな励まし
を受けました。今後もこうした機会を大切にしていきたいと考えています。

北小学校のみなさん、貴重なご感想をありがとうございました！！

傍聴後の

スペースの関係で
抜粋とさせていた
だだきました。

感想

子
未来を担う小学生たちのまちづくりを学ぶまなざし未来を担う小学生たちのまちづくりを学ぶまなざし

議 会 だ より特集

ど も た ち の 傍 聴 体 験

賑わいある商店を目指します！
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ここのの町町にに住住んんでで思思ううこことと
「やさしさが根づく町で」

  ～自然と人に囲まれて見つけた、わたしたちの場所～

　理学療法士の資格を活かし、訪問リハビリの
仕事をしながら、「一遊工房」の革職人として
バッグや小物・リメイクなどの事業を自宅で
行っています。

　下諏訪町を訪れたのは、2022 年の夏でした。ミーミーセンタースメバで移住相談をした際、地
域おこし協力隊の方が町を案内してくださり、人のあたたかさにふれたことが印象に残っていま
す。町並みや大社、湖の景色にもひかれ、東京の実家へのアクセスの良さや物件との出会いもあり、
2023 年春に移住をしてきました。
　冬は寒いですが夏は涼しく、自然が近くてリフレッシュできるのが魅力です。黒曜石や歴史的
な建物が日常の中にあるのも嬉しいです。暮ら
しながら自然と歴史にふれられるのは、下諏訪
ならではの魅力だと思います。ご近所の方に野
菜の育て方を教えていただくなど、人とのつな
がりも感じています。
　知り合いの方が議員をしていることもあり、
少し議会を身近に感じています。SNS や議会
だよりなどで、情報を発信してくださっている
のもありがたいです。 住民側も興味を持つこ
とが大切だと思っています。今、町で何が話し
合われているのか、自分たちも一緒に考えてい
きたいです。議会の取り組みをわかりやすく発
信し続けていただけたら嬉しいです。

【インタビュアー　髙橋】

編 集 後 記

　新たなメンバーでこれから 2 年間「議会
だより」を編集してまいります。
　委員は初めての人、ベテラン色いろです。
それぞれの持ち味、経験を活かしていけた
らよいと思います。今までの議会だよりの
良いところは残し、改革すべきは変えて町
政、議会をより身近に思えるような「議会
だより」を目指していきたいと思いますの
でよろしくお願いします。（松井）

広報特別委員会

　委 員 長　松井節夫　　副委員長　金井敬子

　委　　員　林　吉広　　委　　員　竹元完奈

　委　　員　髙橋幸二　　委　　員　花岡　進

議会 SNS議会 SNS
ぜひご覧くださいぜひご覧ください

より身近な開かれた議会を目指しています。
議会の最新情報は SNS をご覧ください。

議会HP

田嶋 一
い ち

遊
ゆ う

さん・紗
さ

彩
あ や

さん
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